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2026年9月7日（月) 

全般円高、持続余地と反動調整にらむ 

日米欧の中銀政策、米指標、為替需給など焦点 

今週の為替相場はドル/円、クロス円での全般的な円高と外貨安に関して、持

続と反動調整をにらんだ展開となる。週間予想はドル/円が154.30－157.80円、

ユーロ/円が179.30－183.50円。前週は日米財務相会談で円安是正協調が再確認

されたことや、ベセント米財務長官による日銀利上げの間接希望、日銀の9月利

上げ観測と利上げペース加速の思惑、日本の公的年金による国債購入増加観測な

どにより、全般円高が後押しされた。今週は日米欧の中銀政策、物価などの米指

標、日本市場での為替需給などが焦点になる。 

 
内閣改造、城内氏交代なら円高、留任や後任がリフレ派なら円安 
 
今週の為替相場で注目されるのは、日銀の利上げ動向だ。前週は米国で開催さ

れたG20財務相・中銀総裁会議で米国のベセント財務長官が「日本は（金融緩和

や財政出動に積極的な）リフレ政策をやめるべき」、「日本は財政の持続可能性

や利上げに向けた道筋を市場に対して明確に示すことが重要」、「日本政府と日

銀が、より強い円につながる措置を講じると確信」、「市場が持っていない情報

が私にはある」などと述べた。日銀の早期利上げを希望する発言も行い、日銀の

9月利上げ観測などにより、ドル/円、クロス円で円高と外貨安が加速されてい

る。 

さらに前週は日銀内で利上げに積極的なタカ派の高田創審議委員が、利上げ

ペースの加速や1回の利上げ幅の0.25％以上の拡大に言及した。これまた円高を

後押しさせている。 

今週は10日に日銀の増一行審議委員が、講演と記者会見を行う。統計面では8

日に4－6月期GDPの改定値、11日に8月の企業物価が予定されている。こうしたイ

ベントにより、改めて日銀の利上げ強化の思惑が強まると、円高の圧力が持続。

反対に過度に織り込まれた日銀利上げ強化の観測が後退となった場合、ドル/

円、クロス円で円の反落（ドルなどの外貨は反発）が意識されやすい。 

高市政権では16－18日にかけて内閣改造が予定されている。経済閣僚では「リ

フレ推進派」の城内実経済財政相に交代報道が出てきた場合、円高材料となり得

る。一方で城内氏の留任や、後任が同じリフレ派となった場合、円安に振れる余

地がありそうだ。 

日銀については、9月17－18日の日銀会合での利上げは確実視されつつある。

今後の焦点は10月以降の利上げペース加速と1回あたりの利上げ幅拡大の可能

性、最終的な利上げゴール水準の引き上げなどとなってきた。18日会合にかけて

の観測報道や政府・日銀幹部の発言、18日の会合後の総裁会見などに一喜一憂と

なっていく。 

現状からの日銀の対応としては、利上げ姿勢の「再慎重化」による円安再燃の

抑止は重要だ。一方でドル/円は7月末の160円超えから前週には155円台へとドル

安・円高が急スピードで加速されており、一段の円高・外貨安のオーバーシュー

ト抑止と「為替相場の安定化」も重要になってきた。 

日銀は為替相場に関しての政策判断として、実勢ドル/円に対しての企業想定
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禁無断転載・転送 
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レートの乖離状況を重要視している。最新6月の日銀短観の場合、日本企業によ

る想定為替レートは、全産業の全規模で1ドル＝152.57円、大企業で151.76円、

中小企業で154.29円となっていた。 

基本的には152－154円前後が中心だ。さらに年後半については、1年前の昨年

10－12月の実勢ドル/円が月末値ベースで154－156円となっている（レンジは

146.59円前後から157.89円前後）。 

こうした為替水準は企業収益の増減を左右するほか、前年比での企業収益や賃

金、物価動向などに影響を与える。その点で日銀などの政策当局による「政策配

慮ライン」として注目されやすい。 

これから152－154円や154－156円を大きく下回るドル安・円高の加速や定着化

があった場合、日本の当局の政策対応としては「円安是正重視」から「短期間で

の急激な円高の抑止」へのシフトが想定される。日銀の利上げ加速の後退のほ

か、日本単独と日米協調による円買い為替市場介入は見送り確度が高まり、

152－156円以下の方向は一旦のドル買い場ゾーンとなる可能性がある。その他の

注目点は以下。 

＜ドル/円、週足の下値抵抗線巡る攻防＞ 

ドル/円は前週からドルが再下落となっている。週足テクニカルでは昨春以降

のドルの下値抵抗線について、上下動を経ながらも上抜け維持できるか、完全に

下抜けていくかの攻防になっている。 

ブルームバーグのレートによると、前週末9月4日時点における下値抵抗ライン

の数値は以下のようになっている。52週移動平均線156.93円、60週移動平均線

155.67円、週足・一目均衡表の雲上限（先行スパン1）154.24円（今週は154.62

円）、180週移動平均線150.50円、28週移動平均線を中央値としたボリンジャー

バンドのバンド下限155.77円。 

＜クロス円の週足、節目ライン上抜け攻防＞ 

為替相場のクロス円（円の対非ドル通貨）取引は、週足テクニカルで重要節目

ラインを巡る攻防となっている。これから上下動を経ながらも上抜け維持できる

か、上抜け定着に失敗するかの見極めとなる。重要な週足ラインは、各通貨ペア

で40週、52週、60週の各移動平均線、週足・一目均衡表の基準線と転換線、先行

スパンの1と2（雲上限と雲下限）などとなっている。 

＜物価などの米指標とFRBの政策＞ 

今週の米国では重要な経済指標が相次ぐ。米国では前週末に雇用統計が改善と

なり、FRBの利上げ動向が焦点になっているが、今週は10日に8月のPPI（生産者

物価指数）、11日に8月のCPI（消費者物価指数）といった物価指標が予定されて

いる。 

前週末の雇用統計では平均賃金が下落となっており、需要面での物価上昇圧力

は抑制されている。物価指標についても、懸念ほどは上昇しない可能性がある。

一方で米国では米イラン対立の長期化などで、資源・商品相場が高止まりとなっ

たままだ。夏季要因などもあり、関連物価は上振れとなる可能性もある。 
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ドル／円の日足；７日移動平均線を中央値のボリンジャーバンド

７日平均を下抜けの局面では、バンド下限方向が短期的な下値メド

７日平均方向が上値メド、７日平均上抜け局面ではバンド上限方向が上値メド

ドル／円 バンド上限＝１６１．５６ ７日平均＝１５７．６７ バンド下限＝１５３．７７

※↓

７日平均
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FRBは9月15－16日にFOMCを開催するが、利上げ確率は前週末4日時点で57％と

なっている。実際の利上げには不透明感があるが、ウォーシュFRB議長は過去に

2022年時のFRBの利上げの遅れを批判しており、「インフレ管理での信認確立」

を重要視している。その点で9月に予防的な先制利上げの余地は残るほか、利上

げ見送りとなっても、FOMCの声明や議長会見などでインフレ抑制への強固な姿勢

を強くアピールする可能性がある。現状からの過度なドル安の抑制や、ドル反発

の潜在要因となる。 

＜ECB理事会と利上げ動向＞ 

欧州市場では10日にECB理事会が予定されている。市場予想は0.25％の利上

げ。焦点はその次の12月の追加利上げだが、中東情勢の不透明感や、ユーロ圏各

国での国民による物価高不満（一部で極右政党が台頭）、国民不満対策や安保強

化を含めた財政出動圧力（インフレ押し上げ要因）などを踏まえると、追加利上

げに前向きなインフレ抑制重視がアピールされる可能性もある。 

＜日本市場の為替需給＞ 

為替相場のドル/円は、7月末の160円超えから前週には155円台へとドル安・円

高は加速されている。一方で日本では中東混乱による資源・商品相場の高止まり

などもあり、輸入増加と貿易赤字の状況にある。現在は中東からの資源調達の代

替として、米国からの輸入も急増となってきた。日本の資源輸入はドル建て決済

が中心であり、ドルの下落局面では輸入手当ての増加とドル押し目買いが増加と

なりやすい。 

日本では原油・物資関連で、国内の備蓄や在庫の取り崩しが進んできた。こう

した不足分の穴埋め輸入増加も、ドルの押し目買い要因として注視されそうだ。 
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豪ドル／円とカナダ・ドル／円；６日移動平均を中央値のボリンジャーバンド

６日平均を下抜けの局面では、バンド下限方向が短期的な下値メド

６日平均方向が上値メド、６日平均上抜け局面はバンド上限方向が上値メド

豪ドル／円（左軸） バンド上限＝１１５．３５ ６日平均＝１１３．２８

バンド下限＝１１１．２１ 加ドル／円（右軸） バンド上限＝１１６．１８

６日平均＝１１３．９３ バンド下限＝１１１．６７

※６日平均
焦点
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